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第 3回東予港港湾脱炭素化推進協議会 議事録 

 

 

１．開催日時 令和 7年 7月 28日（月）13時 30分～15時 00分 

 

２．開催場所 愛媛県東予地方局 ７階大会議室 

 

３．議事 

(1) 東予港（河原津地区・壬生川地区・中央地区・西条地区）港湾脱炭素化推進計画の作成に向けた検討状況について 

(2) 意見交換 

 

４．議事要旨 

(1) 開会 

 

(2) 議事 

(ア) 東予港（河原津地区・壬生川地区・中央地区・西条地区）港湾脱炭素化推進計画の作成に向けた検討状況について 

・事務局から内容説明を行った。 

 

(イ) 意見交換 

・第 2 回協議会にて意見のあった「ブルーカーボンの造成」が本計画の港湾脱炭素化促進事業には含まれてはいな

いが、なにか理由があるのか。 

 

⇒東予港港湾関係者等へヒアリング調査を行った結果、現段階では当該取組が実施されていない・実施する予定も

ないとの回答を得たことから、今回の素案には含めていない。今後、ブルーカーボンへの取組の要望や需要が確認

されれば、本計画位置付けていくことも検討していきたい。 

 

・港湾脱炭素化促進事業として掲載予定の計画について、関係構成員より、内容の説明を行った。 

 

・ロードマップ等にある再生可能エネルギーの導入については、事業者には可能なものは前倒しの検討をお願いし

たい。 

 

・四国内では、愛媛県以外の３県は水素ステーションが整備され、水素の活用に力を入れている一方、愛媛県では電

気自動車の普及にシフトしている印象が見受けられるが、水素の普及についての考えはどうか。 

 

⇒本計画をはじめ、他の港湾脱炭素化推進計画においても、計画内には今後の将来の構想として整備メニューには

盛り込まれているため、中・長期的な整備に向け、検討を進めていきたい。また、官民との連携等による水素普及

に向けた検討も進められているところである。 

 

・施設整備等に係る支援メニュー（補助制度）の紹介が関係機関よりあった。 

 

⇒脱炭素化を推進するため、積極的に活用いただきたい。 

 

(3) 閉会 

 


